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医学部 5年生の臨床実習を担当しているが，実習の初日に学生に対して学部

の専門教育以外でメンタルヘルスに関する教育を受けたことがあるかどうかを訊

ねることにしている。家族，友人，ときに本人が精神的問題を抱えたために個人

的に勉強したというものは結構いる。しかし，小中高で体系だったメンタルヘル

スの教育を受けたものは皆無で，せいぜい精神科関連施設でのボランティア体験

をしたことがあるというものが稀にいる程度である。こうした問題を実習初日に

彼らと話し合い，実習終了時に精神科実習の感想を自由に書かせているが，多く

の学生は患者との触れ合い体験を通じて，これまで抱いてきた精神障害者に対す

る偏見に短期間で気づくようである。

医学部以外の学生が精神障害をどう見ているのかを知りたいという思いもあ

り，入学直後に行われる全学教育で少人数による基礎ゼミを担当した。「こころ

の病とアンチスティグマ」と題してゼミを開講した。開講時に「精神障害者に対

するイメージ」を無記名で書いてもらったが，大半が現実とはかけ離れたネガテ

ィブなものばかりで唖然とした。その後，講義，実習，ワークショップを組み合

わせた授業を 15回ほど行い最終日に再び同じ質問をしたところ，イメージがポ

ジティブなものに大きく変化した。教育効果は絶大である。ある学生から，こう

したゼミを全員が受講できるようにできないものかとまで激励された。

ところで，医学教育を担当するものにとっての最大の関心事は，どのようにす

れば学生が精神科に興味を抱いてくれるかである。学生の目が輝くときは 2つ

あるように思っている。1つは，患者の行動や精神の現象を心理学的に解説した

ときで，身体医学的思考パターンに慣れた学生にとってはもの珍しいのだろう。

もう 1つは，病態に関して教科書には書かれていないことを脳科学で解説した

ときで，理解が難しい精神医学も身体医学の方法論で理解でき得ることを実感す

るためだろう。本号の特集はまさに「統合失調症の脳科学」(2007年 10月開催

の第 36回精神研シンポジウムより)で，最先端の知見を学べるだけでなく，特

集の冒頭にあるオーバーレビューには今後の精神医療・精神医学の方向性を考え

るうえでの重要な示唆が含まれている。 (H.M.)
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